5年　観点別評価規準作成資料

●学年目標

(1)
我が国の国土の様子，国土の環境と国民生活との関連について理解できるようにし，環境の保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め，国土に対する愛情を育てるようにする。

(2)
我が国の産業の様子，産業と国民生活との関連について理解できるようにし，我が国の産業の発展や社会の情報化の進展に関心をもつようにする。

(3)
社会的事象を具体的に調査するとともに，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用し，社会的事象の意味について考える力，調べたことや考えたことを表現する力を育てるようにする。

●第５学年の評価の観点の趣旨

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の国土と産業の様子に関する社会的事象に関心をもち，意欲的に調べることを通して，国土に対する愛情をもとうとするとともに，我が国の産業の発展と環境の保全，自然災害による被害の防止の重要性について関心を深める。
	我が国の国土と産業の様子に関する社会的事象から学習問題を見いだして追究・解決し，社会的事象の意味を考え，適切に判断し，表現する。
	我が国の産業の様子などを的確に調査したり，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用して調べたりする。
	我が国の国土や産業の様子，また，それらと国民生活との関連について理解している。
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	日本の国土とわたしたちのくらし　（P9～56　18時間）


本単元の学習目標

　世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置，日本の国土の位置や領土，地形や気候の概要，自然条件から見て特色ある地域の人々の生活について，地図や地球儀，その他の資料を活用して調べ，国土の環境が人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを考えるようにする。〔指導要領内容(1)ア，イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置に関心をもつ。また，我が国の国土の地理的条件や自然環境の特色，人々の生活の様子を意欲的に調べることを通して，国土に対する愛情をもとうとする。
	①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称や位置関係をとらえることができる。

②我が国の国土の地理的条件や自然環境の様子から学習問題を見いだして追究・解決し，人々の生活や産業との関連を考え，適切に判断する。また，考えたことを，目的に応じた方法で表現する。
	地図や地球儀を活用して，世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置関係を調べる。また，我が国の国土の地理的条件や自然環境などの様子，そこに営まれる人々の生活を，地図その他の基礎的資料を効果的に活用して調べ，調べた過程や結果を的確にまとめる。 
	①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置について，地図や地球儀で確認できる。

②国土の地理的条件や自然環境とともに，それらが人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを理解する。


　

　

学習目標

　地図や地球儀，資料をもとに，自分たちの住む日本の位置や広がり，周辺の国々，地形や気候の特色について調べ，国土の地理的な特色について理解する。〔指導要領内容(1)ア，イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置を，意欲的に調べる。

②我が国の国土の位置や地形，気候の特色，周辺の国々に関心をもち，それらについて調べていこうとする意欲をもつ。
	①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置関係をとらえる。

②我が国の国土の位置や地形と，気候との関連を考える。

③周辺の国々とのかかわりや，それぞれの国の象徴である国旗について考える。

④学習を通して考えたことを工夫して表現し，伝える。
	①地図や地球儀を活用して世界の主な大陸，海洋，主な国の名称や位置関係を調べる。

②我が国の国土の位置，地形，気候の特色について，地図や地球儀，グラフ，写真等の資料を用いて調べ，白地図などにまとめる。
	①世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置について，地図や地球儀で確認できる。

②我が国の国土の位置，地形，気候の特色について，地図や地球儀，グラフ等の資料を通して，理解する。

③我が国の周辺の国々とのかかわりや，それらの国々の国旗について理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自分の知っていること，聞いたことのあることと結びつけて，世界の主な大陸と海洋，主な国の名称と位置を意欲的に調べている。

②例えば「海外の人に伝える」という設定で，国土の位置，地形，気候の特色や周辺の国について関心をもって調べていこうとしている。
	①日本との位置関係や緯度・経度などとも結びつけながら，世界の主な大陸と海洋，主な国の位置をとらえようとしている。

②我が国の国土の地形と気候の特色についてとらえるとともに，地形と気候の関連性について考えている。

③国土の位置や広がり，周辺の国々や，各国の国旗について調べる中で，気づいたことや考えたことを話し合っている。

④例えば「海外の人に伝える」という設定で，学習を通して考えたことを，資料なども用いて分かりやすくまとめ，伝えようとしている。
	①地図や地球儀を活用して，世界の主な大陸，海洋，主な国の名称や位置を効果的に調べている。

②我が国の国土の位置や地形，気候の概要を地図や地球儀，グラフ，写真等の資料を用いて調べるとともに，主な山脈や平野，川などの名称を白地図にまとめたりしている。
	①緯度や経度も参考にしながら，主な大陸，海洋，主な国の名称や位置を，地図や地球儀上で確認している。

②我が国の国土の位置，地形，気候の特色を地図や地球儀，グラフ等の資料から理解するとともに，国土の位置や地形が気候と密接にかかわり合っていることを理解している。 

③地図や地球儀などの資料から，国土の広がりや周辺の国々のこと，北方領土が我が国の領土であることについて理解している。また，各国の国旗とその意義などについて理解している。


　

　

学習目標

　気候に特色のある地域の暮らしについて調べ，自然条件に適応しながら生活している人々の工夫についてとらえる。〔指導要領内容(1)イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	寒冷・多雪地域である旭川市や和寒町，暖かい沖縄県など，気候に特色ある地域の暮らしや産業の様子に関心をもち，意欲的に調べようとする。
	旭川市や和寒町，沖縄県では，その気候条件に適応して暮らしや産業を営んでいることをとらえ，そこから考えたことを表現する。
	旭川市や和寒町，沖縄県の人々の暮らしや産業の様子について，地図やグラフなどの基礎的な資料を活用して具体的に調べる。
	旭川市や和寒町，沖縄県の人々は，気候などの自然条件に適応して暮らしや産業を営んでいることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	旭川市や和寒町，沖縄県について，写真やグラフなどの資料を見たり，自分たちの住む地域と比較したり，先行する学習と関連させたりして，気づいたことから問題意識をもち，それぞれの気候条件を生かした暮らしや産業の工夫を意欲的に調べようとしている。
	①寒冷・多雪地域である和寒町，旭川市の農業や暮らしの様子から，気候条件を積極的に生かそうとする人々の知恵や工夫をとらえようとしている。

②沖縄県の人々が，自然条件のもとにさまざまな工夫をこらして暮らしていることを，強風や水不足への対策，農業や観光など産業での具体例に即して考えている。

③沖縄県の文化や歴史，人々の平和への願いについて，資料をもとにそれぞれ考えたことを話し合っている。
	写真やグラフなどの資料を的確に読み取ることで，和寒町や旭川市，沖縄県の気候の特色や，産業や暮らしにおける工夫をとらえている。
	①和寒町は，寒冷・多雪を生かした「越冬キャベツ」をまちの名産品としていることや，旭川市の日常的な雪への備えについて理解している。

②沖縄県での，農業や暮らしの中での強風・水不足への対策や，温暖な気候を積極的に生かした農業，独自の文化や自然を生かした観光など，産業の特徴について理解している。


　

　

　

学習目標

　地形に特色のある地域の暮らしについて調べ，自然条件に適応しながら生活している人々の工夫についてとらえる。〔指導要領内容(1)イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	地形や気候条件の異なる
	天竜川の上流部，中流部，
	天竜川の上流部，中流部，
	天竜川の上流部，中流部，

	天竜川の上流部，中流部，下流部の人々の暮らしや産業の様子について，自分自身が関心をもった地域を意欲的に調べようとする。
	下流部の人々の暮らしや産業の様子を比べて，その違いや共通点について考えて表現する。また，自分たちの住む地域との違いや共通点について考えて表現する。
	下流部の人々の暮らしや産業の様子について，地図やグラフ，写真などの基礎的な資料を活用して具体的に調べる。
	下流部の人々は，地形や気候などの自然条件に適応して暮らしや産業を営んでいることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①写真やグラフ，地図などの資料から，天竜川上流部の高地にある地域(長野県原村・諏訪市・塩尻市)に関心をもち，人々の暮らしや産業の様子を意欲的に調べようとしている。

②写真やグラフ，地図などの資料から，天竜川下流部の低地にある地域(静岡県浜松市)に関心をもち，人々の暮らしや産業の様子を意欲的に調べようとしている。

③写真や地図などの資料から，天竜川中流部の山地にある地域(長野県飯田市天龍峡)に関心をもち，人々の暮らしや産業の様子を意欲的に調べようとしている。
	①天竜川上流部の高地，下流部の低地，中流部の山地に住む人々が，それぞれの自然条件に適応して暮らしていることを，産業や日常生活，歴史的事実を調べたり，自分自身の地域と比べたりする中でとらえ，考えたことをまとめている。

②関心をもった地域について調べ，発表し，話し合う中で，それぞれの地域の違いや共通点を考えている。
	①天竜川上流部の高地に住む人々が，地形や気候などの自然条件に適応した暮らしや産業を営んでいることを地図やグラフ，写真などから読み取っている。

②天竜川下流部の低地に住む人々が，地形や気候などの自然条件に適応した暮らしや産業を営んでいることを地図やグラフ，写真などから読み取っている。

③天竜川中流部の山地に住む人々が，地形や気候などの自然条件に適応した暮らしや産業を営んでいることを地図やグラフ，写真などから読み取っている。
	①天竜川上流部の地域では，夏場でも冷涼な気候や河川のきれいな水，乾燥した空気などの条件を利用して，農業や工業，観光など，さまざまな産業が盛んであることを理解している。

②天竜川下流部の浜松市では，土地の特色や比較的温暖な気候を利用した農業が行われていることを理解している。また，低地の河川流域に頻発する水害を防ぐ施策について理解している。

③天竜川中流部の飯田市天龍峡一帯では，急峻な地形の景観を活用した観光産業が盛んであること，また，地形の特色に応じた農業が行われていることを理解している。
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	食料生産とわたしたちのくらし　（P57～110　27時間）


本単元の学習目標

　資料や地図・グラフをもとに日本の食料生産について調べ，農業や水産業が国土の自然条件を生かして営まれていることや，自分たちの食生活を支える重要なものであることを理解する。さらに，これらの産業に従事している人々の工夫や努力に気づき，これからの食料生産のあり方に関心をもつことができるようにする。〔指導要領内容(2)ア，イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の農業や水産業の様子に関心をもち，それ
	我が国の農業や水産業の様子から学習問題を見い
	我が国の農業や水産業の様子を的確に調査した
	我が国の農業や水産業は，国民の食料を確保す

	を意欲的に調べることを通して，国民生活を支える我が国の食料生産の意義について関心を深める。
	だして追究・解決し，国民の食料を確保する我が国の農業や水産業の意義やそれらの産業と自然環境との関連を考え，目的に応じた方法で表現する。
	り，地図や地球儀，統計などの基礎的な資料を効果的に活用したりする。
	るうえで重要な役割を果たしていることや自然環境と深いかかわりをもって営まれていることを理解している。


	

	

	はじめに　食料生産とわたしたち　（P58～61　2時間）

	

	


学習目標

　自分たちの日常の食生活を支える食料生産の役割に気づき，農業や水産業などについて具体的に調べていくためのめあてをもつ。〔指導要領内容(2)ア〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自分たちの日常の食生活の実態や食料自給率などの問題を意欲的に調べる。

②食料生産の営みについて，具体的に追究していくための問題意識をもつ。
	自分たちの日常の食生活と食料生産とのかかわりをとらえ，食料自給率の実態について自分なりの考えをもち，表現する。
	①アンケート調査で，クラスの食生活の様子を調べる。

②スーパーマーケットを調査したり，資料を集めたりして，食品の産地を調べる。

③インターネットから得た資料やグラフなどから，食料自給率の変化や実態を調べる。
	日本は多くの食料を輸入によって得ている事実と同時に，自給率の高い食料も存在していることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①日常よく食卓にのぼる食品やその食材に即して，自分たちの食生活の実態や食料自給率の問題を実感的にとらえている。

②自分たちの食生活や食料自給率の実態とも関連させて，食料生産について主体的に追究しようとしている。
	①食料の産地調べを通して気づいたことや考えたことをノートにまとめ，意見交換している。

②食料自給率の実態，食生活や食料輸入量の変化などの事実を通して考えたことから，食料生産について追究する学習問題を見いだしている。
	①アンケートの項目を工夫して，食生活の実態を的確に調査している。

②的確に調査をしたり，効果的に資料を集めたりして，食品の産地を調べている。

③インターネットで得た資料やグラフなどが伝える事実を，アンケートなどの調査結果とも関連させてとらえようとしている。
	食料の輸入が増えていることは，食生活の変化とも関連していることや，主食である米やサンマなど，高い自給率を維持しているものもあることを理解している。


　

　

学習目標

　庄内平野の米作りについて調べ，安全でおいしい米を作るために，土地や気候の条件を生かしたうえで，土作りや水管理などさまざまな工夫を行っていることや，地域のみんなが協力して「循環型農業」に取り組んでいることをとらえる。〔指導要領内容(2)イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①主食である米作りについて関心をもち，米作りの盛んな地域の特色，生産者たちの工夫について意欲的に追究する。

②農業を取り巻く諸問題とそれを解決しようとする生産者の工夫や努力について関心をもち，意欲的に調べている。
	①自然条件に関連させて，米作りが盛んな地域の特色について考える。

②米作りを取り巻く諸問題をとらえ，生産者たちはどのような工夫や努力のもとにその解決・改善をめざしているのかを具体例に即して考える。

③学習を通して考えたこと，さらに追究したいと思うようになったことをまとめて，話し合う。
	①写真や地図，グラフ等の資料を活用して，米作りの盛んな地域の自然条件を調べる。

②写真や図などの資料を活用して，米作りの具体的な方法や工夫についてとらえる。

③グラフ等の資料を活用して，米作りの変化や農業を取り巻く問題についてとらえる。
	①資料をもとに，米作りの盛んな地域の自然条件の特色をとらえる。

②米作りに取り組む生産者の仕事を通して，おいしさや生産性，安全性を高めるための工夫や努力を理解する。

③米が生産地から消費地に届けられるまでの運輸の働きを理解する。

④米作りを取り巻く問題をとらえ，自分たちの生活とのかかわりを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①庄内平野の本楯地域の写真，生産者たちの様子，米袋などから気づいたことをもとに，地域の生産者の工夫や努力について関心をもち，主体的に追究している。

②農業従事者の高齢化や米の消費量の減少などの諸問題に対し，その解決，改善に向けて地域の生産者たちが協力して進めている工夫や努力を具体的に追究しようとしている。
	①自然条件と米作りの関係や，品質の高い，安全な米を生産するための生産者たちの工夫を，学習問題を追究する中で具体的にとらえ，その意味を考えている。

②本楯地域が進めている「循環型農業」「複合経営」「地域のさまざまな協力体制」などの意義を，米作りを取り巻く諸問題に結びつけてとらえ，考えたことをノートにまとめて話し合っている。
	①庄内平野で米作りが盛んな理由について，土地利用図やグラフなどの資料から読み取り，その特徴をまとめている。

②農事暦や，写真，水田の構造，農作業の変化の資料などを関連づけて，生産者たちの工夫や努力を具体的にとらえている。

③農業従事者数，米の消費量，生産量の変化などのデータ資料と，生産者の話を関連づけて，未来の米作りに対する思いを実感的にとらえている。
	①資料をもとに，庄内平野では気温，降水量，日照時間，地形などの自然条件が米作りに適していることを理解している。

②本楯地域の生産者が取り組む水管理，循環型農業などの具体的な工夫から，安全でおいしい米を生産するための工夫や努力を理解している。

③庄内米の出荷について調べ，消費地までの輸送には，鉄道や高速道路の整備など運輸の働きが大きくかかわっていることを理解している。


	

	

	いろいろな農業　（P78～81　2時間）

	

	


学習目標

　野菜や果物作り，畜産業について調べ，主な産地や自然条件の利用，生産者の工夫や努力などをとらえる。
〔指導要領内容(2)イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①果物の生産の盛んな地域の特色や生産者の工夫について調べようとする。

②野菜の生産の盛んな地域の特色や生産者の工夫について調べようとする。

③畜産業の盛んな地域の特色や生産者の工夫について調べようとする。
	①果物のうち，ミカンとリンゴの生産の盛んな地域を調べ，その理由を自然条件と関連づけて考えて，かき表す。また，主な果物の生産と自然条件とのかかわりについて考える。

②主な野菜の生産と自然条件とのかかわりについて考えてまとめ，その結果を発表する。

③畜産業が盛んな地域を調べ，その理由について考えてまとめ，その結果を発表する。
	①写真や地図，グラフ等の資料を活用して，果物の生産の盛んな地域と自然条件との関係を調べる。

②写真や地図，グラフ等の資料を活用して，野菜の生産の盛んな地域と自然条件との関係を調べる。

③写真や地図等の資料を活用して，畜産業が盛んな地域とその理由について調べる。
	①さまざまな果物が地域の自然条件を生かして生産されていることを理解する。

②さまざまな野菜が地域の自然条件を生かして生産されていることを理解する。

③畜産業は，土地や気候，地理的な条件を生かして営まれていることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①果物の生産が，どのような地域で盛んであるかについて関心をもち，進んで調べようとしている。

②野菜の生産が，どのような地域で盛んであるかについて関心をもち，進んで調べようとしている。

③畜産業が，どのような地域で盛んであるかについて関心をもち，進んで調べようとしている。
	①果物の生産が盛んな地域について調べ，自然条件を生かした生産が行われている様子について考えて適切にまとめ，発表している。

②野菜の生産が盛んな地域について調べ，自然条件を生かした生産が行われている様子について考えて適切にまとめ，発表している。

③畜産業が盛んな地域について調べ，さまざまな条件を生かした生産が行われている様子について適切にまとめ，発表している。
	①地図や統計などの資料を活用して，果物の生産が盛んな地域について具体的に調べることができる。

②地図や統計などの資料を活用して，野菜の生産が盛んな地域について具体的に調べることができる。

③地図や統計などの資料を活用して，畜産業が盛んな地域について具体的に調べることができる。
	①果物の生産が盛んな地域について調べ，それぞれの地域で，気候や土地の条件に適した生産が行われていることを理解している。

②野菜の生産が盛んな地域について調べ，それぞれの地域で，気候や土地の条件に適した生産が行われていることを理解している。

③畜産業の盛んな地域について調べ，それぞれの地域で，気候や土地の条件を生かした生産が行われていることを理解している。


　

　

学習目標

　資料をもとに水産業が盛んな地域について調べ，日本の水産業の特色や自分たちの生活とのかかわりを理解する。さらに，水産業に従事する人々の工夫や努力に気づくとともに，水産資源の保護・育成に関心をもつ。〔指導要領内容(2)イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	自分たちの食生活と水産業のかかわりについて関心をもち，水産業の盛んな地域について調べていこうとする意欲をもつ。
	日本の水産業の特色を調べ，水産業を取り巻くさまざまな問題をとらえて，水産業に携わる人々の願いや諸問題に対する取り組みついて考えてまとめる。
	①資料を活用して，水産業と自分たちの食生活とのかかわりについて具体的に調べる。

②漁港の見学や各種資料の活用を通して，水産業の特色について調べる。

③統計資料や地図帳などを活用して，水産業を取り巻く問題について具体的に調べる。
	①資料をもとに，日本の水産業の特色や自分たちの食生活とのかかわりについて理解する。

②水産業を取り巻くさまざまな問題について理解する。

③「持続可能な漁業」のために，「つくり育てる漁業」が大切な役割を果たしていることを理解する。

④水産物が漁港から消費地に届けられるまでの運輸の働きについて理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①給食の献立や普段の食事から，自分たちの食生活と水産物とのかかわりに関心をもっている。

②資料から，日本の各地に漁港があることをとらえ，水産業の盛んな地域について意欲をもって調べようとしている。

③身近な人の話やニュース，新聞記事などから，水産業の話題について関心をもっている。
	①日本の水産業の盛んな地域と自然条件とのかかわりをとらえ，適切にまとめている。

②水産業を取り巻く問題について，環境問題や外国とのかかわりと関連づけて考えている。

③水産業に携わる人々の工夫や努力，願いについて，水産業を取り巻く状況と関連づけて考えている。
	①漁港の見学や資料を活用して，日本で水産業が盛んな理由や水産業の特色を具体的に調べている。

②統計資料や地図帳などの資料を活用して，水産業を取り巻く問題を具体的に調べている。

③グラフや資料などから，「持続可能な漁業」の実現のために，さまざまな取り組みが行われていることを具体的に調べている。
	①日本では海流や地形などの影響で水産業が盛んであり，世界でも有数の水産物の消費国であることを理解している。

②水産資源の減少や水産物の輸入増加，海の汚染，200海里水域など，水産業を取り巻くさまざまな問題があることを理解している。

③「つくり育てる漁業」の特色を調べ，海の資源を守り育て，増やしていく努力が行われていることを理解している。

④運輸の発達により，日本各地や外国から，鮮度

	
	
	
	を保ったまま水産物が運ばれるようになったことを理解している。


	

	

	時期や場所による価格のちがい　(P102～103　1時間)

	

	


学習目標

　資料をもとに，農産物や水産物の価格が，生産される時期や消費される場所によって変わることを理解する。〔指導要領内容(2)ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	これまでの学習や日常生活を通して，生鮮食料品の価格や，生産や運輸にかかる費用について関心をもち，意欲的に考えていこうとする。
	生鮮食料品の価格が変動する要因や，生産や運輸の場面で費用が発生することについて考えてまとめる。
	生鮮食料品の価格が変動する要因や，生産や運輸の場面で費用が発生することを，グラフや資料から読み取る。
	①生鮮食料品の価格が時期や場所によって変わることを，その理由とともに理解する。

②生産や運輸においては，さまざまな費用がかかることを理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①日常生活での経験などと関連づけて，季節や時期などによって，生鮮食料品の価格が異なることを実感している。

②自らの経験などから，ものをつくる(生産する)過程では，さまざまな費用がかかることを実感している。
	①生鮮食料品の価格が変動する要因を時期や場所と関連づけて考え，適切にまとめている。

②生産の過程ではさまざまな費用がかかること，また，その中で消費者の需要に応えようとする生産者の工夫について考えて，ノートなどに適切にまとめている。
	生鮮食料品の価格が時期や場所によって変動することを，グラフや資料などから，理由とともに読み取ることができる。
	①生鮮食料品の価格が時期や場所によって変わることを，その理由とともに理解している。

②生産や運輸においては，さまざまな費用がかかること，また，その中で生産や運輸にかかわる人々が，消費者の需要に応えられるように工夫をしていることを理解している。


　

　

学習目標

　これまでの学習や資料をもとに，これからの食料生産や自分たちの食生活のあり方について，自分なりの考えをもつ｡〔指導要領内容(2)ア〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	これまでの学習をもとに，日本の食料生産の抱える問題に関心をもち，
	これまでの学習をもとに，日本の食料生産の抱える問題点をとらえ，今
	統計資料や地図帳などの資料を活用して，自分たちの食生活とこれからの
	資料を活用して，日本の食料生産の抱える問題点と，自分たちの食生活の

	自分たちの食生活や今後の食料生産のあり方について考えていこうとする意欲をもつ。
	後の食料生産や食生活のあり方について自分なりの考えをもつ。また，クラスで話し合い，考えを深める。
	食料生産のあり方について考える。
	かかわりについて理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	さまざまな資料から，自分たちの日ごろの食生活を省みて，これからの食料生産と自分たちの食生活のあり方について考えていこうとしている。
	日本の食料生産の抱える問題点やわたしたちの食生活のあり方について，安全性や外国との関係の面などから考えて，活発に発表や意見交換をしている。
	日本の食料生産の抱える問題点やわたしたちの食生活のあり方について，グラフや新聞記事など，さまざまな資料から調べたことを関連づけてとらえている。
	①主な食料の輸入先や，食料を外国からの輸入に依存していることを理解している。

②これからの食料生産を考えた場合，現在の自分たちの食生活を省みる必要があることを理解している。
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	工業生産とわたしたちのくらし　（P111～156　23時間）


本単元の学習目標

　我が国の工業生産の様子について，地図や写真，統計などの資料を活用したり，調査したりして具体的に調べ，工業生産の現状や特色などをとらえ，工業生産が国民生活を支える重要な役割を果たしていることを考える。〔指導要領内容(3)ア，イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の工業生産の様子に関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，国民生活を支える我が国の工業生産の発展について関心を深める。
	我が国の工業生産の様子から学習問題を見いだして追究・解決し，国民生活を支える我が国の工業生産の意味を考え，目的に応じた方法で表現する。
	我が国の工業生産の様子を的確に調査したり，地図や地球儀，統計などの各種の基礎的資料を効果的に活用したりして調べる。
	我が国の工業生産は国民生活を支える重要な役割を果たしていることを理解している。


　

　

　

学習目標

　自動車生産を主たる事例に，工業生産に従事する人々の，時代の要請に応じるための技術開発や，良質な製品を効率も考えながら製造するための工夫や努力を，見学したり，資料を活用したりして調べ，工業生産が国民生活に果たす役割について考える。〔指導要領内容(3)ア，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自動車生産に従事する人たちが，どんな願いや考えのもとに開発，製造に携わっているのか，主体的に追究する。

②工業生産を支える流通の仕組みについて，交通網や人々の工夫とも関連させて意欲的に調べる。

③工業の種類や身の回りの工業製品に関心をもち，工業生産についてさらに追究していく意欲をもつ。
	①自動車生産に携わる人々の願いや生産の工夫について，問題意識をもって追究し，自分なりの考えをもつ。

②自動車工場と部品工場の関係や協力について考える。

③自動車の輸送の工夫について考えるとともに，交通網が果たす役割を考える。

④学習を踏まえて，これからの自動車生産に求められることを考え，表現の仕方を工夫して伝え合う。

⑤日常生活で工業製品が果たしている役割をとらえ，暮らしとの深いかかわりに気づく。
	①自動車開発の目的や方向性を，現状を示すグラフ資料などを活用してとらえる。

②自動車の製造の様子を，明確な視点をもって見学したり，画像資料を効果的に活用したりして，働く人とのかかわりを交えて調べる。

③工業生産を支える交通網の広がりと役割を，地図資料を活用してとらえる。

④工業の種類を説明する資料を参考にして，身近にある工業製品を調べる。
	①自動車生産に従事する人々の工夫や努力を，具体例に即して理解する。

②自動車工場と関連工場が協力し合って仕事を進めていることが分かる。

③自動車の輸送にかかわる人々の工夫や努力を知るとともに，運輸が工業生産にとって重要な役割を果たしていることを理解する。

④これからの自動車生産に求められることを，学習を踏まえて具体的にとらえる。

⑤工業の種類や，工業生産と日常生活との深いかかわりについて理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自動車生産に関して，自分自身の体験や，写真資料などから気づいたことをもとに意欲的に追究している。

②完成した自動車がどのように運ばれ，顧客のもとに届けられるのかを意欲的に追究している。

③身近な生活に活用されている工業製品を意欲的に調べ，工業生産についてさらに追究していく問題意識を抱いている。
	①自動車生産に関して,学習問題を追究する中で，「環境や限られた資源への配慮」「安全性」「効率性と正確性」などの観点から,生産者の開発，製造に関する工夫や努力を具体的にとらえている。

②自動車会社と関連工場の協力を，「品質へのこだわり」「効率性」「価格や費用」などの観点から考えている。

③自動車の輸送の仕組みや工夫について，「交通網の発達」「価格や費用」「環境への配慮」などの観点から考えている。

④学習を踏まえ，未来社会に求められる自動車を
	①自分自身や友達の体験，自動車を実際に活用している大人の意見，グラフや写真資料から得た情報を関連させながら，自動車社会の問題点や未来への可能性をとらえようとしている。

②自動車工場や部品工場の見学，働く人へのインタビューなどを通して，生産者の工夫やものづくりへの思いを実感的にとらえている。

③地図資料を活用しながら，自動車工場と関連工場との位置関係や，交通網の発達と自動車輸送の関連性をとらえている。

④資料を参考にしなが
	①自動車が，環境や安全に配慮して開発・製造されていることや，製造過程における「効率性」「安全性」「正確性」を実現するための工夫や努力を，具体例に即して理解している。

②自動車生産が，数多くの関連工場との協力関係のもとで成り立っていることを，具体例に即して理解している。

③自動車生産を支える交通網の発達，「環境への配慮」「価格や費用」のことを考えた輸送の工夫を，具体例に即して理解している。

④身近な生活ではさまざ

	
	構想し，企画書などの形で自分の考えを分かりやすく伝え,意見交換している。

⑤工業生産が自分自身の生活に深くかかわっていることや，工業製品を通しての諸外国との関係について考え，話し合っている。
	ら，身近な生活からさまざまな工業製品を見つけ出すとともに，それらがどこで生産されたものなのかを調べている。
	まな工業製品が活用されていること，その中には外国で生産されたものも数多くあることを理解している。


　

　

　

学習目標

　我が国の各種の工業生産や工業地域の分布，工業生産を支える貿易の働きについて，地図や各種資料を活用して調べ，我が国の工業生産の現状と特色をとらえ，工業生産が国民生活を支える重要な役割を果たしていることが分かる。〔指導要領内容(3)ア，イ，ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①大工場と中小工場の違いに関心をもち，その特徴や関連を調べることができる。

②工業の発達や，工業の盛んな地域の分布について関心をもち，主体的に調べることができる。

③日本の貿易の特徴や工業生産を通しての海外との関係について関心をもち，意欲的に追究できる。
	①日本の工業生産の特色について調べていくための学習問題をとらえ，計画的に追究することができる。

②工業が盛んな地域や，中小工場と大工場の特徴や関係など，日本の工業の全体的な特徴を考えることができる。

③日本の貿易の特徴や，諸外国との協力の重要性についてとらえ,考えたことをノートにまとめて話し合う。
	①見学したり資料を集めたりして，中小工場の特徴や,大工場とのかかわりをとらえることができる。

②地図や資料，グラフなどをもとに，日本の工業生産の特色や，貿易の全体像をとらえることができる。
	①大工場と中小工場それぞれの特徴や関連性などを理解することができる。

②日本の工業生産について，工業の発達している地域や，その特色を理解することができる。

③世界の国々との貿易が日本の工業生産を支えていることが分かり，これからの貿易が国際協調のもとに進められなければならないことが理解できる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①日本の工場の大多数を占める中小工場の生産活動に関心をもち，資料から気づいたことや考えたことをもとに意欲的に追究している。

②工業生産の発達過程や，工業の盛んな地域の
	①中小工場が日本の工業生産に果たしている役割とともに，中小工場を取り巻く諸問題とその解決に向けた協力や努力について，学習問題を追究する中で具体的に考えている。
	①見学やインタビューなどを通して，中小工場の誇る高い技術や，ものづくりへの思いなどを実感的にとらえようとしている。

②グラフ，図版，地図などの資料を効果的に活用
	①中小工場と大工場との違いや相互の関係とともに，中小工場の高い技術力やそこに働く人々の努力が日本の工業生産の基底にあることを理解している。

②グラフ，地図などの資

	分布とそれぞれの特色を，資料を集めたり，地図やグラフなどを活用したりして，意欲的に調べている。

③資料やグラフから，日本の貿易について調べ，日本の工業と他国との結びつきを主体的に調べようとしている。
	②工業の盛んな地域の様子を，立地条件や交通網などとのかかわりのもとにとらえている。

③資源の乏しい日本は，加工貿易によって発展してきたことや，諸外国との協調のもとに貿易を営む重要性について考えている。

④これからの工業生産に求められることについて，学習を踏まえた考えをノートにまとめ，話し合っている。
	して，大工場と中小工場との関係，工業の盛んな地域とその分布，主たる輸出品と輸入品，貿易における諸外国との関係などを調べている。
	料をもとに，工業の種類や，工業の発達している地域などを理解している。

③加工貿易が日本の工業の発展を支えてきたこととともに，最近では工業製品の輸入が増加していること，互いの国の発展のためには外国との協力が必要なことを理解している。
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	情報とわたしたちのくらし　（P157～186　15時間）



本単元の学習目標

　我が国の情報産業や情報化した社会の様子について，調査したり資料を活用したりして調べ，情報化の進展が国民生活に大きな影響を及ぼしていることや，情報の適切な収集，活用，発信が大切であることを考える。〔指導要領内容(4)ア，イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の情報産業や情報化した社会の様子に関心をもち，意欲的に調べることを通して，情報化の進展が国民生活に及ぼす影響の大きさや，情報の有効な活用について関心を深める。
	我が国の情報産業や情報化した社会の様子から学習問題を見いだして追究・解決し，情報化の進展が国民生活に及ぼす影響力や，情報を有効活用することの意味をとらえるとともに，そこから考えたことを表現の仕方にも工夫して伝える。
	我が国の情報産業や情報化した社会の様子を的確に見学したり，各種の基礎的資料を効果的に活用したりして調べる。
	情報化の進展が国民生活に大きな影響を及ぼしていることや，情報を有効に活用することの重要性を理解している。


　

　

　

学習目標

　我が国の情報産業について，新聞社を主に調べ，情報の発信者に求められる役割と責任をとらえる。また， 災害時や，防災に向けた情報伝達の工夫を調べ，進展した情報ネットワークを活用して公共生活の向上が図られていることを理解する。さらに，進展する情報化社会の中で，適切な情報を選択し，主体的に判断することの重要性が高まっていることをとらえる。〔指導要領内容(4)ア，イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	災害時の情報活用を具体例に，情報を迅速に伝える新聞社，テレビ局，ラジオ局の活動を意欲的に追究するとともに，情報が生活に果たしている意義，有効活用することの重要性について主体的に考える。
	①災害時の情報活用について問題追究する中で，迅速かつ正確に情報を伝える新聞社，テレビ局，ラジオ局の工夫や努力を具体的にとらえ，情報の果たしている役割について考える。

②情報化の進展する社会において，情報を有効に活用するために求められることは何かを考え，話し合う。
	資料を有効に活用して，新聞社，テレビ局，ラジオ局の情報発信の工夫や努力を，具体的に調べる。
	①新聞社，テレビ局，ラジオ局の，情報発信・情報伝達における工夫や努力を具体的に理解する。

②それぞれのメディアの特徴をとらえ，その利点を生かして主体的に活用する大切さを理解する。

③防災や災害時の情報伝達に情報ネットワークが有効活用されていることの意義について理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①災害時に情報が果たす意義を実感的にとらえ，求められる情報を迅速かつ正確に伝えるための新聞社，テレビ局，ラジオ局の活動を，意欲的に追究している。

②情報が生活に果たす重要な意義をとらえ，情報を有効活用するために求められることを，主体的に考えようとしている。
	①災害報道に携わった人たちの，「求められる情報を，求める人たちに伝える」ための工夫や努力，それぞれの思いについて，学習問題を追究する中で具体的かつ実感的に考えている。

②情報が自分たちの生活に果たす意義や役割について話し合いを通して主体的に考えている。

③インターネット，携帯電話などによる情報の利点と問題点を考え，今後有効活用していくために必要なことについて意見交換をしている。
	実際に発行された新聞を見たり，インタビューをしたり，インターネットで資料を集めたりしながら，災害報道に携わった人の工夫や努力を具体的に調べようとしている。
	①新聞社，テレビ局，ラジオ局が，求められる情報を迅速かつ正確に伝えるために重ねている工夫や努力を，具体的に理解している。

②新聞，テレビ，ラジオによる情報の特徴を，災害報道の具体例に即してとらえ，それぞれの利点を生かして活用する意義を理解している。

③防災行政無線や，インターネットを活用した情報伝達の工夫を通して，情報ネットワークが生活に役立てられていることを理解している。


　

　

　

学習目標

　各産業での情報活用の工夫を調べ，目的や必要に応じて情報を生かしていくことの重要性を理解する。〔指導要領内容(4)ア，イ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	産業活動などの場面で，
	①情報が産業活動の中で
	①インタビューや電話，
	①さまざまな産業活動に

	人々がどのように情報を活用しているか関心をもち，意欲的に調べようとしている。
	どのような働きをし，どのような影響を与えているかを考えることができる。

②情報の学習を通して考えたことを生かして，自らの情報を効果的に発信することができる。
	手紙などを活用して，産業活動における情報活用の仕方を追究できる。
	携わる人たちが，それぞれの目的に即して情報を有効に活用していることを理解する。

②情報発信の際に有効な工夫や守らなければならないことなどが分かる。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①産業学習で出会った人や日常生活での経験などから，人々がどのように情報を活用しているかについて関心をもち，調べようとしている。

②これまで学習した，情報発信の際に有効な工夫，守るべきルールやマナーへの理解を積極的に生かして，自らの情報を発信しようとしている。
	①これまでの学習や日常生活の経験から，各産業での情報活用について，予想を立て追究する中で，目的に応じた情報活用の工夫を具体的にとらえ，考えている。

②相手や目的，伝えたい内容に応じて的確に情報収集するとともに，表現の仕方を工夫して発信している。
	①産業における情報活用について，予想に即して質問内容を考えながら，インタビューや電話，手紙などで確かめようとしている。

②相手や伝えたい事柄を考えたうえで，効果的に情報を収集している。
	①産業活動においては，それぞれの目的に応じて情報活用がなされていることを，具体例に即して理解している。

②情報発信にあたっては，相手や目的に即して内容を考え，表現の仕方を工夫することが大切であることを理解している。
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	人と自然がともに生きる国土　（P187～221　17時間）


本単元の学習目標

　資料をもとに，産業の発展，生活様式の変化や都市化の進展などに伴う公害について調べ，健康で安全な生活を営むためには国土の環境保全が重要であることを理解する。また，森林の働きと生活とのかかわりについて調べ，森林が国土の保全などのために重要な役割を果たしていることを理解する。さらに，日本の国土の特徴と自然災害との関係や，自然災害による被害を防止するための国や自治体の取り組みについて理解する。〔指導要領内容(1)ウ，エ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	我が国の国土の自然などの様子に関心をもち，それを意欲的に調べることを通して，国土の保全の重要性について関心を深めるとともに，国土に対する愛情をもとうとする。
	我が国の国土の自然などの様子から学習問題を見いだして追究・解決し，国土の環境と人々の生活や産業との関連を考え，目的に応じた方法で表現する。
	我が国の国土の自然などの様子を，地図その他の基礎的資料を効果的に活用して調べる。
	国土の環境が，人々の生活や産業と密接な関連をもっていることを理解している。


　

　

学習目標

　資料をもとに水俣病について調べ，被害を受けた人々の苦しみと，水俣病を教訓に環境を大切にした都市として再生を図る水俣市の取り組みを理解するとともに，健康で安全な生活を営むためには，公害を防ぎ環境を守ることが大切であることを理解する。さらに，身の回りの生活公害について調べ，自分たちの生活の仕方と環境とのかかわりについて考えを深めることができるようにする。〔指導要領内容(1)ウ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	自分たちの住む地域や国土が抱える環境問題に関心をもち，公害とそれに対する取り組みについて調べていこうとする意欲をもつ。
	水俣病や身近な公害について，原因や経過を調べ，公害から健康や生活環境を守ることの大切さについて考える。また，考えたことを自分なりの方法で表現する。
	資料をもとに，公害の原因や公害に対する取り組み，公害を教訓としたまちづくりについて調べる。
	さまざまな公害とそれに対する取り組みを調べることを通して，公害から健康や生活環境を守ることの重要性を理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①我が国の公害の原点といわれる水俣病に関心をもち，発生後の経過や国・自治体の対策について意欲的に調べようとしている。

②身近にある公害に関心をもち，自分ごととしてとらえ，それを防止する取り組みについて具体的に調べようとしている。
	①水俣病の原因や経過，課題を追究する中で，環境汚染が人の生命や健康を損なったこと，また，そのような公害を二度と起こさないことの重要性について考え，互いに意見交換している。

②水俣病の経験を生かして，環境都市として新しいまちづくりに取り組む水俣市の事例を通して，環境を保全することの大切さについて考えている。

③身近な生活公害について調べ，生活の仕方が環境に影響を与えることをとらえ，公害を防ぐために自分たちにできることを考えている。また，考えたことを自分なりの方法で表現している。
	①統計資料や写真，新聞記事，地図などを活用して，水俣病の被害や原因，水俣市の取り組みについて具体的に調べている。

②統計資料や写真などを活用して，身近な公害について具体的に調べている。
	①水俣病や身近な公害とそれに対する取り組みを調べ，生命や健康を守るために，公害を防ぎ生活環境を守ることが大切であることを理解している。

②公害の種類が産業型から生活型へと変化してきており，公害の原因が工業生産だけでなく自分たちの生活の仕方とも大きなかかわりがあることを理解している。


　

　

学習目標

　森林の働きについて調べ，森林資源は温暖化や自然災害の防止，水資源の涵養，生活環境の保全など，わたしたちの生活にかかわる多面的な機能をもつことを理解するとともに，森林資源の育成に従事している人々の工夫や努力について考える。さらに，国土の自然に関する環境問題について調べ，環境を守るためにさまざまな取り組みが行われていることを理解する。〔指導要領内容(1)エ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①森林資源の働きに関心をもち，自分たちの生活とのかかわりについて調べていこうとする意欲をもつ。

②国土の自然環境の保全に関心をもち，自然環境を守るための取り組みについて調べていこうとする意欲をもつ。
	森林資源の働きを調べ，自分たちの生活とのかかわりや国土の保全に果たす役割について考え，分かりやすくまとめる。
	統計資料や写真，図版などの資料をもとに，森林の働きや林業を取り巻く問題について調べる。
	①森林のもつさまざまな働きを理解する。

②林業を取り巻く問題点や森林とかかわりながら生きる人々の工夫や努力について理解する。

③自然環境を保全するための取り組みについて理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①森林体験活動（宿泊体験学習）を通して，森林に関心をもち，森林の働きや自分たちの生活とのかかわりについて調べていこうとしている。

②林業の問題点をとらえ，その再生のための施策について追究しようとする意欲をもっている。

③環境保全に関心をもち，ナショナルトラスト運動や世界遺産などの自然を守る取り組みや取り決めについて調べていこうとする意欲をもっている。
	①森林資源の保護・育成に従事している人々の工夫や努力に気づくとともに，森林は温暖化防止や水源涵養，土砂災害の防止，生態系の保全などのさまざまな働きをもち，自分たちの生活や国土の保全に大きな役割を果たしていることについて考えている。

②調べて分かったことを，図や写真を用いるなど自分なりに工夫して分かりやすくまとめ，発表している。
	国土の土地利用図，地形図などから森林分布について調べたり，写真・図版などの資料やインターネット等を活用して集めた情報などから，森林の働きや環境保全の問題などについて具体的に調べたりしている。
	①森林には，温暖化防止や水源涵養，土砂災害の防止，生態系の保全などの多面的な働きがあることを理解している。

②林業が抱える問題点について理解している。

③ナショナルトラスト運動や世界遺産の事例などから，日本各地で，人々が協力して自然を守るためにさまざまな取り組みを行っていることを理解している。


　

　

　

学習目標

　地震，津波，風水害，土砂災害，雪害など，日本で起こりやすい自然災害による被害を防ぐための，国や県（都，道，府）の取り組みを調べるとともに，わたしたち一人ひとりに日ごろから求められる防災意識の重要性について理解する。〔指導要領内容(1)エ〕

評価規準

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自然災害による被害の防止の重要性を認識し，その被害を防止するための対策や事業について意欲的に調べていこうとする。

②防災に関する情報に関心をもつなど，日ごろから防災意識を高めようとする。
	自然災害による被害が健康で安全な国民生活に及ぼす影響の大きさについて考え，自然災害による被害を防止するうえで有用なものとしてまとめる。
	統計資料や写真などをもとに，自然災害の被害の実態や自然災害による被害を防止するための対策や事業について調べる。
	①日本の地理的・地形的な特徴と自然災害との関係を理解する。

②自然災害による被害を防止するための対策や事業について理解する。

③防災意識の高揚が自然災害による被害の防止のために果たす効果について理解する。


おおむね満足できる児童の状況例

	社会的事象への
関心・意欲・態度
	社会的な
思考・判断・表現
	観察・資料活用の技能
	社会的事象についての
知識・理解

	①自然災害による被害を防止するための対策や事業が健康で安全な生活を送るために果たす役割について理解し，意欲をもって調べようとしている。

②避難経路や避難場所，ハザードマップの認知など，日ごろから防災意識をもつように心がけている。
	自然災害による被害が健康で安全な国民生活に及ぼす影響の大きさについて考え，自作のハザードマップなど，自然災害による被害を防止するうえで有用なものとしてまとめている。
	①統計資料や写真などの資料をもとに，さまざまな自然災害の被害の実態について調べている。

②資料をもとに，自然災害による被害を防止するために国や自治体が行っている対策や事業について調べている。
	①地理的・地形的な特徴により，日本では自然災害が起こりやすいことを理解している。

②自然災害による被害を防止するために，国や自治体によってさまざまな施設がつくられ，自分たちの安全が守られていることを理解している。

③自然災害から自分の命を守るために，日ごろから防災意識を高めておくことが大切であることを理解している。


3 比べよう　川がつなぐ高地・山地・低地のくらし　（P42～55　6時間）





2 比べよう　気候を生かした地域のくらし　（P24～41　5時間）





1 しょうかいしよう　国土の様子　（P10～23　7時間）





1　考えよう　これからの自動車生産　（P112～137　15時間）





2 さぐろう　日本の工業生産の特色　（P138～155　8時間）





1 伝えたい　求められる情報を　（P158～177　10時間）





2　生かしたい　みんなの情報を　（P178～185  5時間）





1 環境都市をめざして～水俣病に学ぶ～　（P188～203　8時間）





2 調べよう　森林とわたしたちのくらし　（P204～213　5時間）





3 考えよう　自然災害からくらしを守るには　（P214～220　4時間）





1　調べよう　日本の農業～庄内・本楯の米作り～　（P62～77　9時間）





2　さぐろう　日本の水産業～気仙沼のサンマ漁～　（P82～101　10時間）





3　考えよう　わたしたちの食生活のこれから　（P104～109　3時間）
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